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東京未来⼤学通信教育課程

⼩学校免許取得パック
• 受講⽣合計 (2020年度)：425名
• 「初等英語教育法」履修者：171名（39%）

アンケートの実施
• 対象：
「初等英語」「初等英語教育法」の受講⽣の
うち

中学校教諭 52名
0

2

4

6

8

10

12

14

16

英語 国語 数学 理科 社会 ⾳楽 美術 家庭 技術 体育 情報 特別⽀援 他

⼈

取得済み教科と現在担当の教科

中学校免許 ⾼等学校免許 現在の教科

5科⽬の教科
指導法(各2単
位)を修得する
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CLILと算数
• 英語と算数の2つのロジックに同時にチャ
レンジする（⼆五, 2015）
à脳を広範囲に多⾓的に（打越, 2009, 5）
あるいは脳を2倍に使う（⼆五, 2015 ）

à学習意欲（打越, 2009, 5）や脳の活性化
（⼆五, 2015 ）

• 外国語での数学の学習では，
（Prochazkova,  2013）
à語彙同⼠の関連や授業⽅法が⺟語とは
異なる

à学習者が⺟語での数学学習とは異なる
視点を持ち，

à積極的に取り組んだり深く理解するこ
とができるようになる

⽇本の⼩学校で実践される数学CLILの例
• ⼆五（2015）

アップダウンゲーム（数当てゲーム）
班対抗計算リレー（⾜し算・引き算）
1〜100の数と⾜し算や引き算をリズムで
発⾳する
2つ合わせて100になる数の計算問題を考
え友だちと英語で計算問題を出題し合う

• 松井・藤原（2017）
算数の計算の答え合わせ
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Mathmatics
CLILの授業と⾔語（池⽥, 2013）

1. 学んでいる内容に関するキーとなる⽤語を決め，繰り返し⽤いて定着させること
2. ⽣徒と対話しながら進めること
3. ⽇常的な話題や表現を織り込むこと

CLIL授業における⾔語使⽤ (Llinares et al, 2012)

• Instructional register

• Regulative register

教室でのやりとりのパターン (Llinares et al, 2012)

1. the teacher’s Initiation

2. the student’s Response

3. the teacher’s Follow-up or Feedback

Alvearez (2016)

• 教師が学習者に⾏ってほしいことをして
いるかどうかを確認する

• 「3. the teacher’s Follow-up or Feedback」
の後、学習者は⾃分の意⾒を詳しく述べ
たり，⾃分の考えを明確にしたりするた
めの援助を得る
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数学CLILを実施するために教師が必要とする⾔語使⽤
笹島（2020）をもとに、学習者が，

• 具体的な経験をする：⾔葉と概念，記号が結びつくような作業、アクティビティを⾏う
• その経験を振り返える：毎⽇使⽤するアクティビティを⾏い，慣れる

• 抽象的に概念化を図り、理解を深める：既知の知識を使⽤しながら、語の定義を⾃分の⾔葉で表す
活動をする

• アクティブに理解したことを実験し、さらに，具体的に経験する：グループ活動やクラス活動を通
して、クラスメイトや教師と英語でやりとりしたり、発表する活動を⾏う

教師が
• 具体的な経験をするための作業に必要な⼿順や概念をわかりやすい英語で⾔える
• 内容に関わる語彙や抽象的概念を⽇常の⽣活に結びつけて英語で説明できる
• 児童⼀⼈⼀⼈の学びに合わせて英語で対話できる
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本研究
⽬的
松井・藤原（2017）の研究で⾏われた
数学CLILの授業での教員の⾔語使⽤を
分析し，
• その特徴がどのようであるか
• 数学CLILに必要な⾔語となっている
か

論じていく

数学CLILの授業内容（松井・藤原, 2017）
• 算数の教科書にある「復習」の問題を英語で⾏う
• 使⽤した教材
協⼒校の校⻑が「予想される全発話」を書き起こしたものを⼤
学教員が「簡単な英語」に訳したものを啓林館が編集したテキ
スト（“Fun with MATH”）．

• 使⽤したクラスルーム・イングリッシュ集
⼤学教員が作成した算数の授業でよく使われるクラスルーム・
イングリッシュの⼩冊⼦

⽅法
松井・藤原（2017）の研究に記載されている数学CLILでの発話を
• Regulative registerとInstructional registerに分類
• 発話を執⾏・カレイラ（2016）に基づき，I (initiation，開始，以下I)，R (response，応答，以

下R)，F (follow-up，フォローアップ，以下F)，A (adding，追加，以下A)に分類
対話の特徴を調査していく
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結果
•発話の種類

Regulative registerの発話 78
Instructional registerの発話 25
⽇本語のみでの説明の発話 5

àRegulative register>Instructional register---3倍

授業者である教師には，Instructional registerにおける算数の内容に関する学習項
⽬を教授するために必要な⾔語使⽤よりもRegulative registerにおけるクラスの運
営のための⾔語使⽤の機会が多くある
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結果
•発話の役割

問題を解く前 問題を解いた後の答え
合わせ

数 ％ 数 ％
I (initiation) 35 69 53 55
R (response) 12 24 28 29
F (follow-up) 2 4 10 10
A (adding) 2 4 6 6

問題を解く前には，教師による説明が発話の⼤部分を占めるが，問題を解い
た後の答え合わせにはR(response), F(follow-up), A(Adding)が増加している。
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結果
•答え合わせのやりとり

1 I HRT: Number three, twelve divided by two is?
2 I HRT: （⼿を挙げながら）Let me try.
3 R Ss: Let me try!
4 I HRT: Shin.
5 R Shin: It’s six.
6 F HRT: Yes, it’s six, that's right.

7 I HRT: Number eight, thirty-five divided by five is?
8 I HRT: （⼿を挙げながら）Let me try.
9 R Ss: Let me try!
10 I HRT: Kaho.
11 R Kaho: It’s seven.
12 F HRT: Yes, it’s seven.
13 A HRT: You’re right.
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結果
•答え合わせのやりとり
7 I HRT: Number eight, thirty-five divided by five is? 教員の問題の提⽰をする
8 I HRT: （⼿を挙げながら）Let me try. 教員が児童の参加を促す
9 R Ss: Let me try! 児童の参加に対する意思表⽰をする
10 I HRT: Kaho. 教員が解答を述べる児童を指名する
11 R Kaho: It’s seven. 指名された児童が解答を述べる
12 F HRT: Yes, it’s seven. 教員がフィードバックする
13 A HRT: You’re right. 教員による追加の叙述

• 「I-R-F」を含んでいる。
• 教師によるFやAは，その直前の児童のRに対する評価となり，児童の発話に対する励ましになってい
る(Llinares et al, 2012)
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• 発話の種類において、学習項⽬を教授するために必要な⾔語とその使⽤のみならず、クラス運営に
必要な⾔語とその使⽤について習得している必要がある。

• 答え合わせのやりとりの中の⼀定の対話パターン「I-I-R-I-R-F(-A)」の繰り返しにおいて、「I-R-
F」を含む対話らしさがあり、児童の答え（R)のあとの教師によるFやAは，評価となり，児童の発
話に対する励ましになっている(Llinares et al, 2012)。

考察

• パターンの始まりにある「I-I-R」，
7:「 I：教員の問題の提⽰をする」後，
8: 教師が動作（⼿を挙げて）を⼊れて「I：教員
が児童の参加を促す」ことで，児童が⼿を挙
げる時に何を⾔えばいかを思い出させる効果
ある

9: その後児童全員による「R：児童の参加に対す
る意思表⽰をする」は，直前の教師の（⼿を
挙げて）8「I：教員が児童の参加を促す」を
繰り返すことで，実際に問題の答えを発⾔す
るための発声の練習になっている．

àこのような⼯夫が児童の発話を促している

7 I HRT: Number eight, thirty-five divided by five is? 教員の問題の提⽰をする

8 I HRT: （⼿を挙げながら）Let me try. 教員が児童の参加を促す

9 R Ss: Let me try! 児童の参加に対する意思表
⽰をする

10 I HRT: Kaho. 教員が解答を述べる児童を
指名する

11 R Kaho: It’s seven. 指名された児童が解答を述
べる

12 F HRT: Yes, it’s seven. 教員がフィードバックする

13 A HRT: You’re right. 教員による追加の叙述
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• 発話の種類において、学習項⽬を教授するために必要な⾔語とその使⽤のみならず、クラス運営に
必要な⾔語とその使⽤について習得している必要がある。

• 答え合わせのやりとりの中の⼀定の対話パターン「I-I-R-I-R-F(-A)」の繰り返しにおいて、「I-R-
F」を含む対話らしさがあり、児童の答え（R)のあとの教師によるFやAは，評価となり，児童の発
話に対する励ましになっている(Llinares et al, 2012)。

考察

• パターンの始まりにある「I-I-R」，
7:「 I：教員の問題の提⽰をする」後，
8: 教師が動作（⼿を挙げて）を⼊れて「I：教員
が児童の参加を促す」ことで，児童が⼿を挙
げる時に何を⾔えばいかを思い出させる効果
ある

9: その後児童全員による「R：児童の参加に対す
る意思表⽰をする」は，直前の教師の（⼿を
挙げて）8「I：教員が児童の参加を促す」を
繰り返すことで，実際に問題の答えを発⾔す
るための発声の練習になっている．

àこのような⼯夫が児童の発話を促している

7 I HRT: Number eight, thirty-five divided by five is? 教員の問題の提⽰をする

8 I HRT: （⼿を挙げながら）Let me try. 教員が児童の参加を促す

9 R Ss: Let me try! 児童の参加に対する意思表
⽰をする

10 I HRT: Kaho. 教員が解答を述べる児童を
指名する

11 R Kaho: It’s seven. 指名された児童が解答を述
べる

12 F HRT: Yes, it’s seven. 教員がフィードバックする

13 A HRT: You’re right. 教員による追加の叙述

計算のやりとりにおいて
同じやり取りを繰り返しているので，担当する教師は翻訳した台
本を覚え練習すれば，児童と共に，英語である程度対話を持続で
きる
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「数学CLILを実施するために教師が必要とする⾔
語使⽤」と照らし合わせてみると
• 具体的な経験をするための作業に必要な⼿順や概念をわかりやすい英語
で⾔える

à児童が問題を解く前の発話において教師によって⾏われていた
• 内容に関わる語彙や抽象的概念を⽇常の⽣活に結びつけて英語で説明で
きる

à答え合わせであったので，授業の中に存在しなかった
• 児童⼀⼈⼀⼈の学びに合わせて英語で対話できる
à教師によるフィードバックや追加は⾏われていたもののそのほとんどは，
正解を⽰すためのもの（“Yes, it’s five.”）と評価である “that’s right” を加え
たものにとどまり，児童の学びをさらに深めるようなやりとり（理由，
説明などを求める）とは⾔い難いものであった．
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「数学CLILを実施するために教師が必要とする⾔
語使⽤」と照らし合わせてみると
• 具体的な経験をするための作業に必要な⼿順や概念をわかりやすい英語
で⾔える

à児童が問題を解く前の発話において教師によって⾏われていた
• 内容に関わる語彙や抽象的概念を⽇常の⽣活に結びつけて英語で説明で
きる

à答え合わせであったので，授業の中に存在しなかった
• 児童⼀⼈⼀⼈の学びに合わせて英語で対話できる
à教師によるフィードバックや追加は⾏われていたもののそのほとんどは，
正解を⽰すためのもの（“Yes, it’s five.”）と評価である “that’s right” を加え
たものにとどまり，児童の学びをさらに深めるようなやりとり（理由，
説明などを求める）とは⾔い難いものであった．

⼩学校免許取得パックの「初等英語教育法」や⼩学校における
教員研修（英語の習得）を検討中です。
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